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1Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twentieth article based on our research and results in which we studied the 
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牝瓦は 1 人 1 日38枚なので、1 枚作るのに 1―38日かかる。牡瓦は 1 人 1 日76枚なので、
1 枚作るのに 1―76日かかる。牡瓦・牝瓦各 1 枚のセットを 1 つ作るには（
1―38＋
1―76）日





















［二三］今有一人一日矯矢五十、 一人一日羽矢三十、 一人一日筈矢十五。 今令一人
一日自矯、 羽、 筈、 問成矢幾何。
答曰、 八矢少半矢。 　
術曰、 矯矢五十、 用徒一人。 羽矢五十、 用徒一人太半人。 筈矢五十、 用徒三人少














　　　 1 日50本の矢を矯めるのに必要な用徒は 1 人。 1 日50本の矢に羽をつけるのに必要
な用徒は、30本： 1 人＝50本：X人より、X＝ 5―3 ＝1
2―3 人。 1 日50本の矢に筈をつけ
るのに必要な用徒は、15本： 1 人＝50本：X人より、X=50―15＝3
1―3 人。それぞれの人
数をたすと、 1 人＋1 2―3 人＋3
1―3 人＝ 6 人が法となる。 1 日 6 人で50本できるので、
50÷ 6 ＝8 1―3 本。
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訳： 今 1 人が 1 日で矢を50本まっすぐにし、 1 人が 1 日で矢30本に羽をつけ、 1 人が 1 日
で矢15本の筈を作る。今、1 人に 1 日でまっすぐにし、羽をつけ、筈を作らせる。問う、
何本矢を作ることができるか。
　　　答えにいう、8 1―3 矢。

























　　　 「同」 A B C




　　　 AB BA C
xB yA z
　　　となる。さらにこの結果と（C, z）を斉同すると、
　　　 ABC BAC CAB
xBC yAC zAB
　　　となる。
　　　［二三］の数字をA, B, C, x, y, zに当てはめると、
　　　 「同」 50 30 15（本）
「斉」 1 1 1（人）
　　　となる。これを斉同すると、
　　　 「同」 50×30×15 50×30×15 50×30×15











この術で鳧雁の問題を解くと、雁は 9 日飛んで 1 至、鳧（ 7 日で 1 至なので）9 日飛
んで1 2―7 至である。これらを足すと2
2―7 至となり、それを法とし、 9 日を実とする。実
を法で割ると、鳧と雁が出会うのにかかる日数を得る。














　　　 「同」 3 4 5（畝）
「斉」 1 1 1（銭）　　
　　　を斉同すると、
　　　 「同」 3×4×5 4×3×5 5×3×4







訳：今田を貸すことがある。（賃料は）最初の年は、 3 畝で 1 銭、翌年は 4 畝で 1 銭、そ






































［二五］今有程耕、 一人一日發七畝、 一人一日耕三畝、 一人一日耰種五畝。 今令一


















　　　 「同」 7 3 5（畝）
「斉」 1 1 1（人）　　
　　　を斉同すると、
　　　 「同」 7×3×5 3×7×5 5×7×3








訳：今耕作規定が有り、 1 人 1 日で 7 畝開墾し、 1 人 1 日で 3 畝耕し、 1 人 1 日で 5 畝種
まきをする。今 1 人に 1 日で開墾し、耕し、種まきをさせる。問う、いくら田を耕作
するか。


























そして（これが）1 人 1 日の治める分なので、人数を法としてこれを割ると答えを得
る。
［二六］今有池、 五渠注之。 其一渠開之、 少半日一滿。 次、 一日一滿。 次、 二日半
一滿。 次、 三日一滿。 次、 五日一滿。 今皆決之、 問幾何日滿池。
答曰、 七十四分日之十五。
術曰、 各置渠一日滿池之數、 幷以爲法［66］。 以一日爲實。 實如法得一日［67］。
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　　　 1 渠は 1―3 日で 1 満なので、 1 日に 3 満。次渠は１日で 1 満なので、 1 日に 1 満。次
渠は 5―2 日で 1 満なので、 1 日に
2―5 満。次渠は 3 日で 1 満なので、 1 日に
1―3 満。次渠




1 日かかるので、 1 満にX日かかる。（3＋1＋ 2―5 ＋
1―3 ＋
1―5 ）満： 1 日＝ 1 満：X日な
ので、
　　　 　X日＝（ 1 日× 1 満）÷（3＋1＋ 2―5 ＋
1―3 ＋





　　　 「同」 1―3 1
5―2 3 5（日）
「斉」 1 1 1 1 1（満）
　　　初めの 2 つのみ斉同すると、
　　　 「同」 1―3 ×1 1×
1―3
5―2 3 5

















1―3 × 1 ×
5―2
×3×5
1 × 1―3 ×
5―2
×3×5



























訳：今池がある。 5 つの水路がこの池に注いでいる。 1 つの水路を開くと、 1―3 日で満杯に




　　 　術にいう、各水路が 1 日に池を満杯にする回数を置き、それらを足して法とする。


















訳：按ずるに、この術は、 1 つの水路が「少半日にして満つ」というのは、 1 日で 3 満と
いうことである。「次は 1 日 1 満」。「次は 2 日半にして満つ」というのは、 1 日で 2―5
満ということである。「次は 3 日にして満つ」というのは、 1 日で 1―3 満ということで




































池に 3 満するということである。「次、 1 日にして 1 たび満つ」。「次、 2 日半にして





［二七］今有人、 持米出三關。 外關三而取一、 中關五而取一、 内關七而取一、 餘米
五斗。 問、 本持米幾何。
答曰、 十斗九升八分升之三。























　　　 X＝ 5 斗÷（ 2―3 ×
4―5 ×




訳：今人がいて、米を持って 3 つの関所を出た。外関は 1―3 の税を取り、中関は
1―5 の税を取
り、内関は 1―7 の税を取って、残った米は 5 斗であった。問う、もともと持っていた米
はいくらか。
　　　答えにいう、10斗 9 3―8 升。
　　 　術にいう、米 5 斗を置き、課税対象の率である 3 をかけ、さらに 5 をかけ、さらに










































　　　 内関が課税する前の米をAとすると、A× 6―7 ＝5斗より、A＝ 5 斗×
7―6 となる。以下
中関が課税する前の米は 5 斗× 7―6 ×







ものをいう。 3 ・ 5 ・ 7 を定めて皆所求率とし、 2 ・ 4 ・ 6 を皆所有率とする。今有
る余米５斗を置き、 7 をこれ（ 5 斗）に乗じ、 6 で割ると、それが内関が課税する前
の米である。さらに 5 をこれ（内関が課税する前の米）に乗じ、 4 で割ると、それが








税部分を求めるには、もともと持っていた米を置き、これに 2 を掛け、 3 で割ればよ
い。中関（の非課税部分）を知ろうとすると、4 をこれ（中関に来た時に持っていた米）
に乗じ、 5 で割る。内関（の非課税部分）を知ろうとすれば、 6 をこれ（内関に来た
時に持っていた米）に乗じ、 7 で割る。全非課税分は、その母と子を乗じる。 3・5・
7 を乗じて105を得て分母とし、 2 ・ 4 ・ 6 を乗じて48を得て分子とする。約分する
と余米は、もともと持っていた米の16―35である。今有術に於いて、余米の 5 斗を所有
数とし、分母の35を所求率とし、分子16を所有率とする。
［二八］今有人持金出五關。 前關二而稅一、 次關三而稅一、 次關四而稅一、 次關五
而稅一、 次關六而稅一。 幷五關所稅、 重一斤。 問本持金幾何。
答曰、 一斤三兩四銖五分銖之四。

















720－120―720 X＝ 1 斤となるので、X＝ 1 斤×
720 ―720－120 ＝







1―6 を課税する。 5 関が課税した
ものを合計すると、ちょうど重さ 1 斤であった。問う、もともと持っていた金はいく
らか。
　　 　答えにいう、 1 斤 3 両4 4―5 銖。
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　　（165） 「置一以爲持金之本率」とは、 1 を始めに持っていた金の率とすること。
　　（1 66） 「以稅率乘之除之」の「以稅率」は「以不稅率」の誤りではないかと思われる。
仮にそうすると、「持金之本率」を 1 とし、不税の率を計算すると、





1―6 となる。これを本率 1 から引くと




5 ・ 6 を掛けて720を分母とすることである。「その税せざる所を通ず」とは、非課税
部分の 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 を掛けて120を分子とすることである。簡単に言うと、こ
れは余金であり、もともと持っていたものの 1―6 である。（
6―6 －
1―6 ）、 5 関の課税合計率
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